
ホー ソン文学 にお ける 「罪 の意識

一 「イ,一一サ ソ ・ブ ラ ソ ド」 を 中 心 に し て 一

1.

ホ ー ソ ンは,晩 年 に 至 っ てr緋 文 字 』The

ScarletLetter,1850,『 七破 風 の 家』TheHouse

OfSevenGables,1851,『 ブ ライ スデ イ ル 物 語 』

TheBlithedaleRomance,1852,と 長 篇 を3冊 や つ

ぎ早 や に 制 作 した あ と,さ らに60年 にr大 理 石 の

牧 神 』MarbleFaunを 発 表 し,1864年5月18日

NewHampshireのPlymouthに お い て60歳 で

客 死 した 作 家 で あ った が,し か し,長 篇 を 書 く

前 に 彼 は 数 多 くの 短 篇 を 制 作 した 。

1825年Bowdoin大 学 卒業 後Salemの 「の き

の下 の部 屋 」(chamberundertheeaves)に 戻

り,以 後12年 間 に亘 る長 い文 学修 業 の時 代 を送

った 。世 間 一般 に信 じこ まれ て い るほ ど厳 しい

「孤 独 」 の時 代 で なか った こ とは,多 くの 批評

家 や 伝 記 が伝 え る と ころで あ るが,い ず れ に

して も読 む こ と と書 くこと を 中心 に した 思 索 生

活 を 送 った の は事 実 で あ っ た で あ ろ う。 世 捨 人

的 な孤 独 な 生 活 を 送 って い な か った のは,た と

え ば1828年 に は 学 生時 代 か ら構 想 を進 め て いた

『フ ァ ソ シ ョウ』Fanshawe:ATaleが 匿 名 で

は あ った が 世 に 問 わ れ た り(と い って も,ホ ー

ソ ソは 後 にで き るだ け 多 くの 同 書 を市 場 か ら回

収 し,そ れ をす べ て焼 き捨 て てい る),1830年

にTheSalemGazetteに 「三 つ の 丘 の くぼ み 」

TheHollowoftheThreeHillsが 発 表 され,

彼 の 原 稿 が は じめ て 活 字 に な って 以来 ひ きつ づ

き各 種 の定 期 刊行 物 に 短 篇 を 発表 して い る,な

どの事 実 か ら推 して も肯 定 で き るで あ ろ う。

柿 沼 美 代 子

つまり彼が晩年四つの長篇(未 完の長篇 ・rグ

リムショウ博士の秘密』Doctorσ 伽 ∫加ω6'SSe-

cretを 加えれば五篇)で 花開かせた文学の世界

は,少 な くとも外面的には1830年 か らほぼ20年

に亘る短篇制作によって準備された もの で あ

る,と いうことができよう。長篇に描かれる人

生観や描写の仕方は,場 面設定の多様性にもか

かわらず,短 篇に描かれるものと大きく変 って

いるところは認め られないのである。

彼の人生観とは,極 く大まかにいって,す べ

ての人生問題を外面的にでもなく,ま た理性に

よってでもない,ど こまでもそれを受け止める

「心」の問題として見ていこうとする姿勢,つ

まり事実でなく徹底的に心的真実を大事に しよ

うとす る態度である。 この姿勢は当然彼の描き

方にも投影 して くる。

彼の描 く世界は客観的で 自然的な世界 リ

アリティ をある程度犠牲にした世界である

ことが多い。彼の文学には超 自然的なもの,魔

術などが行われていた古い時代 の もの,リ ア

リスティヅクな世界にあっては納得できないこ

となどが描かれることが多いが,そ れは心的真

実を大事にしようとするホーソン自身の姿勢か

ら必然的に起る結果であったであろう。挿入さ

れるエピソー ドが象徴的な意味を持つことが多

いこと,物 語全体がアレゴリカルであることが

多いことなども同様である。極言すれば,彼 の

描 く世界は心的真実を尊重するためには,魔 法

使いの跋扈する世界を リアリステ ィックな世界

の代 りに使 うことさえ辞さないのである。
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このようにして作 り上げられた彼の作品は,

多 く 「ロマンス」の名で呼ばれている。 じっさ

いホーソンは,夢 の世界を創作の場に設定する

ロマンスの重要性を,『 ブライスデイル 物語』

のはしがきをはじめ,い ろいろの折に記 してい

る。18世 紀的な作家と批判されるのは,19世 紀

においてすでに古語となっていた語を多用 した

か らだけではな く,本 質的には,あ まりにもリ

アリティを犠牲にした作風そのものに対するも

のであるであろ うが,こ の作風のもたらす功罪

は,こ こで簡単に決定することのできない,様

々なしかも小論が目的とするものとは別の問題

を含んでいる。

さて,リ アリティを犠牲にして無 限 に 心 的

真実に接近 しようとする彼の思索は,当 然 人

間存在は 「如何にあるべきか」を指 向 して い

る。そ して彼が認めた人間存在とは,「 罪」 と

離れがた く結びついている悪の可能 性 を 秘 め

た存在であった。人間は,も っとも崇高なはず

の牧師か ら残酷な殺人鬼に至るすべてが 「罪」

という絆によって兄弟であるとい う認識は,い

きおい彼の文学を暗いものに してしまわざるを

得ない。彼は,H.メ ルヴィル,W.フ ォーク

ナーなどと共に,人 間の心の暗闇を探った作家

といわれているが,そ のことは最初の 「三つの

丘のくぼみ」以来のすべての作品によって明ら

かである。

ホーソソは,「 罪」は人間存在そのものの一一

部であるとい う認識を持 っている。その意味で

彼は悲観論者であり,運 命論者であろう。エマ

ソソを代表 とする超絶主義者に一時ひかれなが

ら,そ して じっさいに1840年 初頭の2年 足 らず

をブル ック ・ファームBrookFarmで の実験

農場に参加 しなが ら,結 局そこに安住できなか

ったのには,彼 自身が共同生活を耐えがたいと

思い,ま たその共同生活によって創作活動の暇

を奪われたから,と い う現実的な理由以上に,

彼 らの人間存在に対する楽観的な観方について

いけないのが根本的な理由であった と思 わ れ

る。

人間は悪に転落することなしに生 きてい くこ

とができ,転 落 しないことによってやがて理想

郷を実現できる,と い う楽観論は,悲 観論者の

ホニソンがとうてい受け入れることのない哲学

であるのは明らかであろう。

ホーソンのい う 「罪」が行為の中 に 現 れ た

「犯罪」に近い罪を意味 しているのではな く,

心の持ち方に関するものであるのはい うまでも

ない。1837年 発表の 「幻ののぞき眼鏡」Fancy's

Show:・ は,そ うい うホーソンの考えをもっ

とも鮮かに示 しているであろ う。心の持ち方は

やがて外面に現れて くるから,多 くの場合,表

情,服 装,行 為などの可視的なものを通 して描

かれはするが,そ の場合にもホーソンは,内 面

への言及を怠ることは決 してしない。彼の関心

は,常 に内部にある。

そのような罪の存在である人間は,ど う生き

れば よいのか。罪はどのような様相を呈するに

至るのか,そ してその結果は,罪 人に,そ して

同時に他者にどのような影響を及ぼ してい くの

か。また,こ のような罪の存在が果 して救われ

る可能性はあるのか,あ るとすれば一体それは

何か。こうした問題の解決 こそは,恐 らくホー

ソンの文学が指向する方向であろう。

この辺に人間疎外化を早めつつある20世紀の

現在,ホ ーソソが再び広 く読 まれる理 由が 潜

んでいるように思 う(と いってもホーソンには

やは り19世紀的な限界があったと一応考えられ

る。人間存在に鋭 く肉薄 し,そ れについて深い

認識を得はしたが,そ の認識を基に しての救い

に至る道は,必 ず しも明確にしなかった)。 こ

の救いに至る道の探求こそは,20世 紀の人間の
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テ ー マで あ るか らで あ る。(し か し この問 題 に

つ い て現 時 点 の 私 の研 究 で は 断定 的 な こ とを い

うべ きで は な い の で,や が て別 稿 で論 じた い 。)

既 に 述 べ た と こ ろか ら明 らか な よ うに,人 間

は さ ま ざ ま な悪、の局 面 を 持 っ てい る とホ ー ソ ン

は 考xて い る。 ど の局 面 を も っ と も許 し難 い と

考xる か は,そ の人 の立 場 や 環 境 に よ っ て違 っ

て くる。 『緋 文 字 』 の チ リソ グ ワ ー スの よ うに,

自己 の悪 を 見 つ め ず,他 者 の 心 の悪 を 白 日の元

に 曝 す の に 無 上 の 歓 び を 感 ず る もの,逆 に 自己

の 悪 に 圧 倒 され ます ます 自己 の殻 の 中 に 退 行 し

て し ま う「牧 師 の 黒 い ヴ エール」TheMinister's

BlackVeil(1836)の 牧 師 の よ うな 者,自 尊

心 か ら 自己 を他 者 か ら区別 す る こ とに よ ってわ

れ とわ が 身 を 人 間 同 胞 か ら切 断 して し ま っ た

「貴 婦 人 エ レ ノ ー の マ ソ ト」LadyEleanor's

Mantle(1838)の エ レ ノーの よ うな 者,過 去 の

愚 行 や 犯 罪 に基 く罪 の意 識 の重 さに 耐7i..切れ ず

破 滅 して い った 『緋文 字 』 の ドラ イ ス デ ール 牧

師 や 「三 つ の 丘 の くぼ み」 の女 性 を は じめ とす

る一 群 の人 々… … 等h,さ ま ざ まで あ る。 「若

い グ ッ ドマ ン ・ブ ラ ウ ン」 の 主 人公 の よ うに,

この 世 に 悪 の存 在 そ の もの を 許せ な くな り,自

らを 灰 色 の 人 間 に 変>Z..てし ま う者 さ7i..いる。

こ の よ うに動 機 は さ ま ざ まで あ るが,そ の 動

機 を持 つ こ とか ら くる結 末 は,個 々の 連 帯 か ら

の孤 立 で あ る。 ホ ー ソ ンは,動 機 の い か んに か

か わ らず 個 の孤 立 を,人 間 の責 任 の放 棄 で あ

り,最 大 の 罪 で あ る と考xて いた よ うで あ る。

そ して連 帯 に 復 帰 す る こ と 参 加part・clpa-

tionを,罪 か らの解 放 と考 え,贖 罪 と考x,こ

れ に 最 高 の 価 値 を 置 こ うと した。 ホ ー ソ ンの文

学 は,や や 図 式 的 にい うな ら,常 に 一 方 に理 想

た る連 帯 を 意 識 しつ つ,悪 の存 在 た る人 間 が い

か に して孤 立 に立 ち至 るのか を そ の 動 機 に まで

遡 って,考 え得 るだ け 多様 な場 面 を 見 きわ め よ

うとするところに,そ の特質があるといえるで

あろ う。

先程述べたように,連 帯に至る具体的な道は

必ず しも明確に描かれてはいない。個か ら連帯

への繋が りの必然を,説 得力を以って描 くこと

は,ホ ーソソに限 らず聖書の昔か ら至難の業で

あった。ヘスター ・プリソをはじめ,『 大理石の

牧神』の主人公など幾人かは贖罪の生活の後に

連帯復帰への希望を抱かせ る人物 もいるが,よ

り多 くの人物が孤立 とい う罪によって亡んでい

く,とい う暗い世界がホーソンの世界であろ う。

ホーソソ文学の概観が聊か長すぎたかもしれ

ない。小論では 「イーサ ン・ブラソ ド」Ethan

Brandを 中心にして罪の諸相をもっと具体的に

見ていきたい。この作品を選んだのは,こ れが

短篇か ら長篇にむか う頃の1851年 に発表されて

いるためである。罪の諸相がかな り総括的に描

かれていると思うか らである。

II.

バ ー トラ ムBartram父 子 は,グ レイ ロ ック

山 の麓 で 石 灰 を焼 い てい る。 彼 らの 使 っ て い る

窯 は も と イ ーサ ソ ・ブ ラ ン ド の も ので あ った

が,彼 が18年 前 に 「許 され ざ る罪 」Unpardona●

bleSinを 追 求 して オ ール ド ・グ レイ ロ ツクの

村 を 出 て 以来 使 用 され て い なか った の を,遅 く

この村 に入 っ た ・ミー トラ ム父 子 が使 う よ うに な

って い た ので あ る。18年 後 の今 宵,ブ ラ ソ ドは

バ ー トラム の 子供 を お びや か す よ うな大 声 で 喚

き な が ら元 の窯 に戻 り,父 子 の前 に姿 を 現 し,

遂V'「 許 され ざ る罪 」 を 発見 した の で 戻 っ て

きた 由 を 話 す 。 「そ の 許 され ざ る罪 は 何 処 に あ

った ん だ い」 と尋 ね るバ ー トラム に 対 して,ブ

ラ ン ドは 自分 の胸 に 指 を お い て,「 こ こだ よ」

と答 え る。 そ の時 の表 情 は次 の よ う に 述 べ ら
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れ るO

顔には喜びの表 情は少 しもなか ったが,一 番身

近 かにあ るものを世界 中探 し歩 き,他 人の胸に蠢

るはずのないちのを,他 の者たちの心の中ばか り

覗いて 自分 の心 を覗か なか った途方 もない愚か し

さが 自然 と思い 出されたか のよ うに,彼 は突然 自

嘲 の笑い をあげた1)。

感は存在 している。罪を離れられない点で人間

はすべて兄弟であるとするホーソンの認識であ

ろ う。彼はユニテ リアン派の雰囲気の中で育っ

たが,祖 先か ら受けつがれてきたカルヴィン派

的傾向をむしろ強 くみせている。原罪をその中

心的な教義とするこの派にあっては,救 済の前

に先ず罪の遍在性が問題 となる。

この笑いは純心な子供を震え上 らせ,山 腹を

陰惨にする不気味な笑いである。 また鈍感な石

灰焼 きの男の神経を動転させる笑 い で もあっ

た。 それ もその筈で,こ の男は 「許されざる

罪」の探求によって自らを悪魔に変え,自 分の

心臓を冷たい大理石に変え,人 間的共感を失 っ

てしまった男であったのである(し か しこのこ

とは作品の最後まで明らかにされない)。だが,

父がブラン ドの帰還を村人たちに知 らせ るた

め,子 供を送 り出してブランドと一対一で向き

あった時,父 の胸は不思議にもこの不気味な男

の胸 との間に強い共感を感ずるのである。

不気味な どす黒 さをたたえたその罪 は,彼 〔e

バー トラム〕に蔽 いか ぶ さって くるよ うに思x
,

彼の胸 は,人 間の堕 落 した性質が想像 し思い抱け

るうちで最 高の大罪一 た とえそれが 何 で あ れ

一 と同類 である ことを主張す る諸 々の悪の姿で

騒 々 しくな った。それ らはみん な同類 のものであ

った。それ は彼 の胸 とイーサ ン ・ブラン ドの胸 と

の間を飛びかい,ど す黒い 挨拶を交 しあ った2)。

この一節はホーソンの認識である罪の遍在性

を述べているであろう。バー トラムとブラン ド

は,い ろいろな点で対照的に描かれている。バ

ー トラムは鈍感で,思 索的でない男として描か

れ,ブ ラン ドはこれか ら述べ られ るように,石

灰窯 の火を見つめながら深い思索にふける男で

あった。

このように違 うタイプの人間の間に も罪の共

ところで 「許されざる罪」とは一体何のこと

であるのか。石灰焼きの質問にブランドは次の

ように答える。

「それは私 自身 の胸 に育 った 罪 なの さ」 と,イ

ーサ ン ・ブラン ドは,こ の種 の情熱家特 有の誇 り

に胸をそ らして答 えた。 「ほか のところには どこ

に も育た ない罪 なのさ/人 間 との同胞感や神へ

の尊敬を おろそかに し,そ の要求のため にすべ て

を犠牲に した知性の罪なの さ。その報いに永劫の

苦悩を受ける価値 のあ る罪嫡 これ一 つだけなの

だ ……。」3)

「同胞感や神への尊敬をおろそかに した知性

の罪」 「心」を 「知性(頭 脳)」 によって押

し潰すこの罪を,ホ ーソンは多 くの作品でいろ

いろなヴァリエーシ ョンを使って描いた。この

大罪にはいろいろな罪が含められている。他者

と同様有限であり,悪 の芽を持つ自己を殊更に

他者 とは違 うと考えたい驕 りや自負 心 に基 く

罪,そ の自負心によって他者を同胞 としてでな

く,軽 蔑と実験の対象にする罪,他 者とひとし

く被創造 の身であるのを忘れ,「 頭脳」を信ず

ることによって創造主をないが しろにし,あ わ

よくば自分が創造主にな り代ることで真の創造

主が造 り出したものを勝手に直そ うとさえする

不敬な罪……等々。 これは,数 ある罪の中でも

っとも大きな罪であ り,ま さ に 「許されざる

罪」なのである。

ホーソンは,1851年 発表のこの作品以前に,
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個 々の罪 の様 相 や そ の影 響 に つ い て数 多 くの作

品 につ ぶ さに描 い て き た。 自負心 を 中心 に した

もの と して は,「 貴 婦 人 エ レ ノー の マ ン ト」

(1838)や 「無 情 の男 」TheManofAdamant

(1837)な どが そ の典 型 で あ り,「 頭 脳 」 に よ

っ て創 造 主 に な り代 ろ うと した も の と しては,

「あ ざ」Birthmark(1843)や 「ラ パ チ ニ の娘 」

Rappaccini'sDaughter(1844)な どが 代 表 的 な

もの で あ ろ う。

だ が,イ ーサ ソ ・ブ ラ ソ ドは どの よ うに して

自己 の胸 の 中 に 「許 され ざ る罪 」 を 発 見 して い

った の で あ ろ うか,ま た 「許 され ざ る罪 」 は彼

に どの よ うな結 果 を もた ら した の か。

先 ず 結果 につ い て,一 言 で い うな ら,そ れ は

彼 を 他 者 か ら完 全 に 切 り離 した とい うこ とで あ

る。 そ れ は 彼 の笑 いが バ ー トラ ム の子 供 を驚 か

せ,山 腹 を陰 惨 に した とい う最 初 の記 述 です で

に暗 示 され て い るが,村 か らや っ て 来 る 群 衆

特 に 彼 に 馴 染 み の 深 い3人 に対 す る彼

の 態 度 に よ って,一 層 明 確 に され て い る。

駅 馬 車 の世 話 人,元 は 立 派 な 弁 護 士 で あ りな

が ら,飲 酒 癖 の た めす っか り零 落 し,そ の上 片

'足 と片 手 を失
っ て もはや 一 片 の 人 間(afrag-

mentofahumanbeing)と しか 呼 べ な くな っ

て し ま った ジ ヤイ ル ズ(Giles),立 派 な腕 を 持 ち

な が ら同 じ よ うに 酒1.T身 を 持 ち くず して しま っ

た 村 の 医 者 彼 らは,た しか に悪 の 誘 惑 に 負

け て しま っ た人 間 の群 で あ る。 善 を 指 向 す る力

が 併 在 す る に もか か わ らず,も っぱ ら悪 の 囁 き

に身 を まか せ た弱 者 の群 で あ る。 村 の 医 者 の場

合 の よ うに,い ま一 歩 とい う とこ ろで 他 者 へ の

悪 意 や呪 い に変 って し まい かね な い 者 さ え い

る。 だ が 彼 らは,そ れ で も同胞 感 を失 って は い

な い 。 「心 」 を 失 って は い な い の だ。 酒 に よ っ

て 「頭 脳 」 を失 い,あ る者 は 「心 」 の 侵 略 を あ

る程 度 うけ なが ら,な お同 胞 の中 に 踏 み と ど ま

っている者たちなのである。

彼 らが差 し出す酒は,ブ ラソ ドに同胞への復

帰を可能にする力を持っていた。そ してじっさ

いそれは,一 瞬大理石 と化 したブラソドの心に

「温かさ」を与えるものであった。 しか しブラ

ソ ドにとっては,そ れは憎むべきた じろぎとし

か感 じられない。他者とは違 うのだとい うかた

くなな自負心が彼 らとの間に同胞性を認めさせ

ないのである。

「俺の もとを去 るんだ」 と彼は厳 しい 口調 で言

った。「このけだ もの野郎 ども/火 の よ う な 酒

で魂 を しなび させ,好 き このんで獣 みたいにな り

やが った!お 前 たちには用は ない。ず っと昔に

潜 りこみ,俺 の探す ものがないのはわか ってい る

んだ.さ っさと行 って しまえ/」4)

と喚 くばか りである。この時の彼には他者に対

する軽蔑 こそあるが,自 己の驕 り,心 を大理石

に変えたことに対す る反省や罪の意識はまだ明

確ではない。彼が最初から発 している哄笑は,

自己の一番近 くにあったものを求めて世界中を

歩き回った滑稽さを笑ったのであ り,遂 に求め

るものを得た彼が,他 者を軽蔑した笑いであっ

て,同 胞か ら離れてしまった絶望の笑いではな

い。その彼に明確な罪の意識をよみ返 らせる原

因となったものは,1.彼 が心理的実験のため

に遂に亡ぼしてしまった娘の父の 哀 れ な 姿,

2.ジ オラマ,3.自 分の尾に噛み付 こうとし

て無駄な回転を繰 り返す雑犬の三つであった。

ブランドは他者に共感を抱 く代 りに,他 者を

利用 し,実 験の対象とす ることによって知性を

深めてきた。1人 の娘の心を徹底的に覗き込む

ことによって彼は心理的な真実を知ることがで

きたが,娘 はそのために破滅亡て しまった。恐

らく彼女の愛を彼の理性によって裏切ったので

あろう。その娘の帰 りを待ち望んでいる哀れな

(5)
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父親の姿 と娘への深い愛情は,ブ ランドに最初

の罪の意識を呼び覚さずにはおかな い の で あ

る。 じっさいブラソドは,こ の老人の視線にた

じろぎを感ずるのである5)。

第二の原因となったジオラマにつ い てで あ

る。 ドイツ系ユダヤ人の見せ物は,村 の若者を

楽 しませ,バ ー トラムの子供を歓ばせ るもので

ある。拡大鏡を通 してジオラマを見ていたバー

トラムの息子は,同 じようにジオラマを覗いて

いる拡大 されたブランドの目を見て震え上って

しまう。

ここで問題なのは子供が震え上 ったことでは

な くて,ユ ダヤ人が 「面白いものを見せてあげ

よう」 とブランドにいったにもかかわ らず,ブ

ラソドの見たものは 「無」であった,と いう2

人の ドラマである。

は,苦 労 して得た 「許されざる罪」が,じ っさ

いに人間的な価値か ら判定する時,「 無」で し

かないことを示すための挿話である。 「黙れ,

でないとあそ この窯の中 に お 前 を 放 り込 む

ぞ」7)とブランドはいいなが ら,や がて 自己反

省に向かわざるを得ないのである。

そ して次の雑犬の回転によって,彼 は自分の

苦労が徒労でしかなかったのか もしれないとい

う気持と,罪 の意識,絶 望は遂に絶対的なもの

になっていく。犬は短い尻尾に噛み付こうとし

て無駄にきりきり舞いを繰 り返 した挙句,「 や

がて完全に疲れ果て,目 指す尻尾には最初と同

じ距離を隔てたまま,演 技を始めたのと同じ唐

突さでやめてしまった」8)とい う出来事を 見て

いたブランドは,犬 の行動と自分の探求の旅と

の間に奇妙なほどの類似性を認めるのである。

イーサ ン ・ブラン ドは一瞬箱の中を覗いて,す ぐ

は っとして後へ さが り,ド イ ツ人をLっ と見すえ

た.彼 は何を見たのか。明 らかに何 も見なか った

のである。 とい うのは,好 奇心か らほ とん ど同 じ

瞬間にのぞいた若者の見た ものは,何 も描いてい

ない画布にす ぎなか ったか らであ る。(中略)

「ああ,大 将Jと,ニ ュー レンベ ルグのユダヤ

人は瞹昧なほほえみを浮べて囁いた。

「この許 され ざる 罪 を この箱 に入れ て 歩 くのは

重い ものです よ。……」6)

見せ物師が何 も描いてない画布を見せたに過

ぎなかったのは,若 者の証人を出して い る こ

とからも確実である。問題は,絵 のない画布を

見せたことの象徴的意味を考えることである。

ホーソソが象徴的でアレゴリカルな傾向の強い

作家であるのはいいふるされたことであ り,小

論でも最初に述べたところである。彼は現実を

見たままに描 くのでなく,現 実か ら蒸溜して得

た真実をより効果的に表現するために挿話を多

用する作家であった。 この見せ物師の ドラ マ

…恐 らく彼 自身の場合 とこの 自分を追 いかける雑

犬 の場合 との間にあ るかすか な類似性 を認 めて感

慨に耐えなか った のであろ う,彼 は突然恐 しい笑

い声 を発 し出 した。それ は他 の どんな しる しにも

まして,彼 の心の状態 を示す ものだ った。そ の瞬

間か ら一行 の馬鹿騒 ぎは消えて しまった。

この笑いは,山 々を震わ し,人hを 村に追い返

す のに充分なほ ど恐 しい笑いであ った9)。

以上述べてきた三つの原因によって,ブ ラン

ドの心には罪の意識と絶望とに至るためのある

変化が起っている。この恐 しい笑いは,最 初の

笑いに比べて彼の絶望をいっそ う濃 く漂わ して

いるであろ う。

心の中にある変化の起 ったブランドは,そ の

変化が何であ り,何 に基 くのかを考えざるを得

ない。 もう寝るがいい,と 勧めるとい うよりむ

しろ命令するようにい うバー トラムに 対 して

「俺 自身はとても眠れない。考}xな ければなら

ない問題があるか ら。火は俺が見てやろ う,ど

うせ昔や っていた ことだ。」10)とい うブラソ ドの

(6)
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言葉は,そ のことを伝xる ものである。

漸 く1人 になったブラン ドは,18年 以上の昔

そのままに,扉 の破れ 目か ら吹き出す火の閃光

を見入 りなが ら,来 し方を振 り返って長い瞑想

にふけるのである。 この瞑想は,彼 が 「許され

ざる罪」をどのように発見 していったのかを読

者に明らかにする。

彼は心の奥底で,今 まで全力をつ くしてや って

きた探求 が彼 に及ぼ したゆ っ くりとしてい るが し

か し驚 くべ き変化を,振 り返 っていた11)。

彼には,「 燃える火を見つめなが ら絶 えず

物思に耽っていた素朴で愛すべき人 間 で あっ

た」12)時代もあった。 その頃の彼は 「暖かい優

しい気持,人 間に対する愛 と同情,人 間の罪や

悲 しみに対す る憐れみ」13)を豊 か に 持ってい

た。 「人間の心を元々神聖な寺のように考え,

いかに汚れていても,同 胞 としてあ くまで神聖

なものとみなければな らない」14)と考7i..ていた。

だが 「やがて大きな知能の発達が起って,そ の

時理性 と感情の均衡を乱 してしまった。」15)彼は

知能を徹底的に発展させ,「 今 までの無学の労

働者の段階か ら,星 の輝 く高地に立つ〕16)大学

者,大 哲学者になった。

向上するのをやめた瞬間」18)から 「イーサソ・

ブラソドは,悪 魔になってしまった」19)のであ

った。 ここに 「許 されざる罪」の探求は完成 し

たのである。

だが,こ の探求が結局は人生の積極的な価値

を作 り出す点か らは,「 無」であ り徒労であっ

たことを,前 述の三つの原因によって彼は悟っ

た。人類の鎖か ら放れてしまった彼にはもはや

復帰への道はない。後戻 りはできない。彼は自

己の自由において過去築き上げた規範に沿って

生 きつづけ,そ れ相応の報いを受けざるを得な

いのである。

従って 「俺の仕事は終った。しかもみごとに

終った!」20)とい う叫びを,探 求の果てに遂に

「許されざる罪」を発見 した歓びに基 く叫びと

考えるべきではない。 これは自嘲 と絶望の叫び

なのである。そ うでなければ,「 おお,母 なる

大地よ,お ん身はもはや俺の母ではない。この

身が融けておん身の胸に抱かれることは決 して

ないだろう。おお人類よ,俺 は汝の同胞の絆を

破 り捨て,汝 の偉大な心をふみに じった。」21)と

いう叫びは出るはずがないであろう。人類の輪

を自ら放棄 して孤立 した者の,絶 望 と悔恨の叫

びなのである。

III.

知性 の方 はそれでいい。 しか し感情は どこへい

って しまったのか。 じっさい,そ れは萎み,縮 ん

で固 くな り,そ して死 んで しまった/そ れはす

べての人間の鼓動に参与 する ことをや めて しまっ

た。 人類の磁石の ように引きあ う鎖 を手放 してし

まったのだ った。彼は もはや人類 の一 員ではな く

な った(中 略)。 今や彼は人類 を実験 の対象 とし

か考 えない冷酷 な観察者にな り,遂 には男 も女 も

操 り人形 に変 えて しまい,彼 の研究に必要な程度

に彼 らが罪 を犯す よ うに糸をひ っぱ ることにな っ

て しま った17)。

このように 「道徳性が知性と歩調をそろえて

既に述べたように,人 類の磁石の鎖を放れて

孤立する過程にはいろいろある。だがその中で

ホーソソが特に 「心」を失い,「 知性」だけで

生きることを大罪と考xて いたのは,19世 紀の

科学万能主義の考えに危惧を抱いていたか らで

あろ う以上に,人 間に深い憐れみ と認識を持っ

ていたか らであろ う。人間は有限で あ るが 故

に,ま た悪の誘惑に負けやすいが故に弱い。誰

1人 としてその弱さを免れる者はいない。従っ

てその弱い者同志が互いに許 し合い,い つ くし

(7)
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み 合 っ て生 きて い か な くて は な らない 。 老 の よ

うに 人類 に参 加 して生 き る時 は じめ て,自 己 の

救 済 と同時 に人 類 全 般 の救 済 と の可 能 性 が 生 れ

る で あ ろ う。

「孤 立 」 に向 か うか 「参 加」 に 向 か うか は,

各 自 の 自 由に まか せ られ て い る。 そ の こ とは,

1835年 の 「ウエ イ ク フ ィー ル ド」Wakefieldで

は っ き りい って い る。 人 間 は 原 罪 を 捨 て 去 る こ

とは で き な い。 しか し自己 の 自由 に よ って 「参

加 」 に向 け て努 力 す る力 が確 実 に 与 え られ て い

る こ とを ホ ー ソ ンは数 々の作 品 で暗 示 し よ うと

して い る よ うに 思 われ る。

しか しホ ー ソ ン 自身 の場 合,「 参 加 」 へ の理

想 に もか か わ らず,「 孤 独 」 に 向 か わ ざ るを得

な い性 格 が,彼 の文 学 を暗 くす る一 要 素 に な っ

て い る,と よ くいわ れ て きた。 彼 自身 が 「心 」の

喪 失 を 危 惧 し,観 察 者 に す ぎな い心 配 を常 に持

ち つ づ け た,と い われ て い る。 「尖 塔 か らの眺

め」SightsfromaSteeple(1831)や 「傘 の下

の夜 景」NightSketchesbeneathanUmbrella

(1838)な どに 端 的 に 見 られ る 人 生 の 観 察 者 で

しか な い 彼 に,罪 の意 識 め い た もの が あ った の

は事 実 で あ るか も しれ な い。

ホ ー ソ ンが 芸 術 家 で あ るた め に は,あ る程 度

徹 底 した 「孤 独」 と 「観 察 者 で あ る こ と」 を必

要 と した が,そ の こ とは逆 に彼 に あ る種 の罪 の

意 識 を抱 か せ た の で あ ろ う。1844年 の 「美 しき

物 の創 造 者 」TheArtistoftheBeautifulは,

これ らの問 題 を吟 味 す る主 旨で 書 か れ た もの で

あ った のか も しれ な い。

今 述 べ た ことは ホ ー ソ ン文 学 に あ って大 きな

問 題 で あ る と思 うので,他 日稿 を新 た に して詳 幽

し く論 考 を 重 ね る必要 が あ る0

Notes

1)076α'3んort列70rん5(ゾ 飢z'んanielHarothorneed .,

byFrederickC.Crews.EthanBrand(Harper

&Row,Publishers,1967)p.355.本 文 省 略

2)Ibid.,pp・355-6,本 文 省 略

3)Ibid.,p.357,本 文 省 略

4)Ibid.,p.360,本 文 省 略

5)Ibid.,p.360,EthanBrand'seyequailedbe-

neaththeoldman's.

6)Ibid・,P・362,本 文 省 略

7)Ibid.,p.362,"Peace,"answered-Ethan

Brand,sternly,"orgettheeintothefurnace

yonder1"

8)Ibid.,p.363,until,utterlyexhausted, .and

asfar.fromthegoalasever,thefoolishold

dogceasedhisperformanceassuddenlyashe

hadbegunit.

9)Ibid.,p・363,本 文 省 略

10)Ibid.,p.364,"Formyself,Icannotsleep
,"

saidhe."Ihavemattersthatitconcernsme

tomeditateupon.Iwillwatchthefire,asI

usedtodointheoldtime."

11)Ibid.,p.364,whiledeepwithinhismindhe

wasreviewingthegradualbutmarvellous

changethathadbeenwroughtuponhimby

thesearchtowhichhehaddevotedhimself.

12)Ibid.,p.364,asimpleandlovingman,

watchinghisfire,intheyearsgoneby,and

evermusingasitburned.

13)Ibid.,p.-364,whattenderness,withwhat

Loveandsympathyformankind,andwhat

pityforhumanguiltandwoe,

14)Ibid.,p.365,viewingitasatempleorig-

finallydivine,and,howeverdesecrated
,still

tobeheldsacs°edbyabrother.

15)Ibid.,p.365,Thenensuedthatvastintellec- .

tualdevelopment,which,initsprogress
,dis-

turbedthecounterpoisebetweenhismind

andheart.

16)Ibid.,p.365,fromthelevelofanunlettered

laborertostandonastarliteminence
,

17)Ibid.,p.365,本 交 省 略

18)Ibid.,p.365,themomentthathismoralna-

torehadceasedtokeepthepaceofimprove-

mentwithhisintellect.

19)Ibid.,p.365,EthanBrandbecameafiend.

20)Ibid.,p.365,"Mytaskis-done,andwell

done,1"
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21)Ibid.,p.366,"OMotherEarth,"criedhe,
"whoartnomoremyMother

,andintowhose

bosomthisframeshallneverberesolved!O

mankind,whosebrotherhoodIhavecastoff,

andtrampledthygreatheartbeneathmy

feett"

(本稿 の作製にあた っては本学助教授花本金吾氏

か らいろい ろと貴重 な助言 をいた だい た。記 して

感謝す る次第であ る。)
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